
聾尋薫博畢軒珊麗酔率日は

率田晏峰単04-EY口
`ル

A/導雪不馨凛饉白f「0日0:W」巽琴薫

‐|■ |‐ョ

』
‐／ヽヽ
マ

ピ

覺

|′

|■|
,F

4
■
‐

A ‐メ・
撲

 ヽ|=.、1・|, ■・・

・ k・権

ι繊騨艶口ηFii聾llgttV,P卜lγ

l呼半藁胎描回
上u絶

171lγ蔦:当番群    二lFi獅蹴
J□
上uVI

望tV7華■摯P,4rル手ア轟撃`▼
手Y44■4二,コ彗

〔
多く614ヽ′0者目

~・
11~~妻聯壼4o■Y,4:y■■4E□上uVd

顧

輻ゝ

靱● |

ト

ヽ

L

//

Ⅲllg



Z/―ニアー
'本

⑦田喜身嘉 y因

騨

⑦こ―匡と口´ルと9ヽ1ユn田ョ

「9[OZ/910ZゝO08υ∀]人一nlY′
`く`口

´ルと」。。uoSSelu!nり。Чl讐ng

・2＼へ)n日多)nマ⑫9、へ諄脅η ttη

)〉二こど翌⑫影甲や0●コノーr y Elィンλ⑫ツ

尋■ζ`彗二∠―虜γ凰インム⑦肇一言
^認`ンツ

冨肇
(■

三≒:尋
｀
ζ塾こ

'単

)牟日ヨ黎聯マF'■/4■
'CF'累

〕:γヨ手|■■/=年)ζ甲影甲 `砂⑫ツ
・992(1ヽC

C≡
==多蒙ここ≧

=1/一
ニゾrl〃′み、7⑫γ

~l艇
潤

貫「γ■2ク菫■■|ユγ
=F'コ

撃ξ誠妻マ〔
~41象

/一広

し二■‐二~琴平こ|万γ9＼へ)■日喜配ルOI尋/

―=ニニユ■二g■_=と`コAヽη 9ロン準砂葦

。
2

1■
`′二

=F=)｀
〕`コマ亘当音詈η tt Ys/マT'7W

i多´
]二―‐●

=年
岬ヨ世図ν979`6諄2,

ユ≡ず≡二
==■

軍二γ

`γ

O日¥尋灘馴′諄準F準ゞ

ど―′κン
・
ワツ準扇尋当撃島酢

｀
/一さ/`碁/一ニアEtインム

`早罰¥2,判栗`二99ヽαぐ

' η業開],ビシカラ10Z準,身嘉

コIの0準l

菫Ξ
「

:=,7r

り園聾ヨ`腑

曜昇畢`Zr―EE Y―
=Δ

:J一乙‐キ

年
　
ワ
　
準

ｔ　
晋
　
Ⅳ

）

肇

　

案

　̈一
¨

抑

ワ
　
ン

マ
　
ィ

ヽ
‘　
　
凰

ワ

　
ゾ

一
 

´

二ニン/

=19軍
`影

そヨ事葺C尋
=1聯

畢|■
‐

軍γ熟ゞγ早暴留1ヽ呈0

6乙[

―
―
ノ
瀞
憮



PART 4 Case Presentation
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■
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藉

二iノ

::■
―~|_■ ―  J「 「  ―   ́ ―        =

プを :三 ■ して  11」 111「 t

くいので,入門機 種 とし

ヒンジの少 な さは,ヘ

を工夫す ることで,筆者 自身 はあま

ていない。

=■
1て上 に覆髄処理 を受 けるも,冷刺洞kに 対する■E

ヨに悪化 し,担当医か ら抜髄 を勧 め られ,セ カン

キンを求 め来院 された。仮封材 を外 し,ベースセ

去ヽすると露髄が確認 された .

図 2 術前デンタルエ ックス線写真.覆軍材が歯髄にかなり

接近 しているように見える.

、、3 1=
=「

「

‐ 11 ■● 1,た た●,M■ヽを用にヽたバ イ

J=二 一  三し1:LI」 IFし ,露 lt白
「
を 1ヽ■ lヽiて

= j「 =■
■|し .1打 lti'デ |∴在正バ:で あろ

また 導フ、コス トも大 きな魅 力である。マニーたL

_レ マイクロスコープは歴史が長 く,術者 の使 い勝手

Lコ ス トの双方 を向上 させ た,バ ランスが良 い機種

だ と思 っている .

まとめ

患者 の健康 に対す る意識 が どん どん高 くなってい

るのは皆 さんもお感 じの ことと思 う。つ ま り,以前

よ りも,抜髄,抜歯 に対 してのハー ドルが高 くなっ

て きているのは確実 だ と思われ る.マ イクロスコー
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PART 4 Case Presentation

!mru:

27 他院にて

「

の再根管治療をするも,症状が改善されず,

当院に紹介 していただいた症例 根管内に多量の GPの残存
を認める 初診時,強い咬合痛を認める

/イ 9 1■ 1「 lt L~      1-r  」,1    -[  ,1  '1■ ti■[ =

Lく に1■ ,|II二 ●■・ ‐■1:■ |こ 1  : J ■■.11 1
ニシのバ リオスと、‐ ■■ tニ ニ  ニ :「 [l l「 ■ '1■
用チ ップを多馬 して 、ヽこ

プを使 うことで,肉眼で診療 す るときよ |),事 :〔

:[

抜 ]営 は|111避 することがで きると思ノ,オ しる  しう し.

ll者 がもっ ともマイクロスコープの恩恵 に預かって

いる点 は,動画 を撮影 して患者 にわか りやす く説明

す ることで信頼関係 を構築で きているところではな

いか と思 っている

当院 に転院 され る息者 は,「 他院では説明が足 り

なかった,わか りづ らかった .と おっ しゃる力が多

く,歯 ll医師が頑張 ってお話 して もなかなか伝わ ら

ない ことはた くさんあることを痛感 させ られ る.そ

図 ∂ マイクロスコープで根管内を見 ると,いかに根管内が

汚れているかがわかる.と くに,樋状根の場合 の感染源 の

除去はマイクロスコープが有効である。

g lθ  根尖 が大 き く破壊 されていた症例 だったために,

MTAに て根管充填 を行 った.根管充填前 には,咬合痛 はほ

ぼ消失 していた。根管充填 までに 2回 の来院 を要 した。マ

イクロス コープによ り,明視野 にて感染源 を除去で きるた

め,来院回数を減 らせ ることも患者利益 につながる.

しなit■ ,動画 を掃 って「 ここが こうなってい ます J

三:=Ijす れば, よ り「1単 に,患十争の理|!角子が11ら オしる。

今後, マイクロス コープの導入 を検討 さオしている

先生や,購入 したのにオブジェになって しまってい

る先生 には,難 しいテクニ ックは置ぃておいて, ま

ずは患者 さんの説明用 ツール として どん どん使 うべ

きだ と思 う。 そ して,今 まで以上の信頼関係 を構築

され,l歯 卜のイメー ジをもっ といいものに していた

だければ, この業界全体 が もっ と盛 り上がって くる

のではなヽヽか と思 う
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